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本計画書は、港湾法第三条の三の規定に基づき、 

・平成１８年 ４月第２３回山形県地方港湾審議会 

・平成１８年 ７月交通政策審議会第１８回港湾分科会 

の議を経、その後の変更については 

・平成２４年 ７月第２４回山形県地方港湾審議会 

・平成２７年 １月第２６回山形県地方港湾審議会 

・平成２７年 ３月交通政策審議会第５９回港湾分科会 

の議を経た 酒 田 港の港湾計画 を改訂する も のである。  
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Ⅰ 港湾計画の方針 

１ 酒田港への要請 

酒田港は延暦２３年（８０４年）頃には出羽文化の中心地として

栄え、その後、寛文１２年（１６７２年）、河村
かわむら

瑞
ずい

賢
けん

によって開かれ

た西廻り航路により繁栄し、日本屈指の主要港として栄えた。近年

に入り、昭和２６年に重要港湾に指定され、平成１５年には、総合

静脈物流拠点港（リサイクルポート）の指定、平成２３年には「日

本海側拠点港（リサイクル貨物）」の選定を受け、新たな時代に向け

て着実に歩みを進めている。 

今日の酒田港は、臨海部に立地している石油製品や化学薬品、循

環資源や日用品等の地域産業の安定的な生産活動を支える拠点とし

て、また、エネルギー供給拠点として、さらには山形県の経済と暮

らしを支える物流拠点として、地域経済を牽引する役割を担ってい

る。 

また、酒田港は、北東アジア地域に近接し、環日本海における交

流拡大が期待できる位置にあるとともに、背後圏域は国道７号に加

え、国道４７号（大崎市～酒田市）及び国道１１２号(山形市～酒田

市)が日本海側の各地域及び内陸部に通じている。さらに、日本海沿

岸を縦断する日本海東北自動車道のほか、東北自動車道と連結する

山形自動車道、東北中央自動車道により、首都圏や東北地方の主要

都市圏との結びつきをより一層強めている。 

 

「物流・産業」の観点では、様々な貨物の取扱いへの要請に対応

した港湾施設の機能拡充や岸壁利用の効率化、港内における船舶の

安全な航行や荷役確保のための防波堤の早期整備等の諸対策が求め
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られている。 

「リサイクル」の観点では、リサイクルポートの指定を受けて以

降、循環資源を取扱う企業が増加し、取扱量も増加しているが、更

なるリサイクルポート施策の高度化に向けて取組むことが求められ

ている。 

「賑わい」の観点では、クルーズ客船の寄港が増加傾向にあり、

増加するクルーズ需要を確実に取込むための環境整備とともに、国

内外からの観光客を迎える新たな賑わい空間の創出を図ることが求

められている。さらに、公共水域におけるプレジャーボートの適正

な保管や、鳥海山
ちょうかいさん

・最上
も が み

川
がわ

等の美しい景観や歴史的な建築物等を活

かした、美しい景観形成が望まれている。 

「防災」の観点では、大規模地震発生時においても緊急物資の輸

送を安全に行うため、防災機能の強化として耐震強化岸壁の整備が

必要である。 
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２  港湾計画の方針 

地域に根付く「交易・公益」の精神の下、産学官が連携するため

の基盤として、山形県の産業活動を支え、地域経済や県民生活の安

定・向上に貢献するため、人・物が集まり、北東アジア地域、東南

アジア地域等を結ぶ、物流・産業、リサイクル、賑わい、防災と多

岐に渡る役割を担う港湾の実現を目指し、２０３０年代半ばを目標

年次として、以下のように港湾計画の方針を定め、港湾計画を改訂

する。 

１）地域産業の競争力強化を図るため、背後企業の貨物取扱増加や船

舶大型化の需要に対応し、物流効率化を図るための外貿貨物の取扱

機能の強化を図るとともに、背後企業の将来的なモーダルシフトや

新たな貨物需要に対応するための埠頭開発空間について検討してい

く。また、農水産品の輸出拡大を図るため、コンテナ取扱埠頭背後

における冷蔵倉庫等の整備を促進していく。 

２）クルーズ船の寄港需要の増加を取り込み、交流人口の拡大を図る

ため、小型の高級クルーズ船の受入環境の整備等による交流機能の

強化を図る。 

３）港内における船舶の安全な航行や停泊、さらには安定した荷役作

業を確保するため、港内静穏度の向上を図る。 

４）大規模地震の発生等、災害時における救援物資の緊急輸送等に供

するため、大規模地震対策の強化を図る。 

５）既存のコンテナ輸送環境や防災緑地、港湾空間に多くのリサイク

ル関連企業・バイオマス発電所等が立地する特徴を活かし、災害廃

棄物の広域処理に貢献する。 

６）多様な機能が調和し、連携する質の高い港湾空間を形成するため、
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港湾空間を以下のように利用する。 

①本港地区中央部は、交流拠点ゾーンとする。 

②本港地区中央部と西側の間は、物流関連及び生産ゾーンとする。 

③本港地区西側は、エネルギー関連ゾーンとする。 

④外港地区中央部は、緑地レクリェーションゾーンとする。 

⑤外港地区北側は、物流関連ゾーンとする。 

⑥北港地区中央部は、物流関連及び生産ゾーンとする。 

⑦北港地区北側は、エネルギー関連ゾーンとする。 
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Ⅱ 港湾の能力 
 

目標年次（２０３０年代半ば）における取扱貨物量、船舶乗降旅客

数を次のように定める。 

 

取 扱 

貨物量 

外     貿 

(うち外貿コンテナ) 

３２０万トン 

(５０万トン(４．５万ＴＥＵ)) 

内     貿 １１０万トン 

合     計 ４３０万トン 

船 舶 乗 降 旅 客 数 ５万人 
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Ⅲ 港湾施設の規模及び配置 

 

１ 公共埠頭計画 

１－１外港地区 

１－１－１ 高砂埠頭 

既定計画どおりとする。 

 

既定計画 

水深１４ｍ  岸壁１バース 延長２８０ｍ G1 

埠頭用地 ６ｈａ（うち５ｈａ 工事中） 

(荷捌施設用地及び保管施設用地) 

   

１－２ 北港地区 

１－２－１ 古湊埠頭 

原木、その他林産品、特殊品等の外内貿貨物を取り扱うため、公共

埠頭を次のとおり計画する。 

水深１３ｍ   岸壁１バース 延長２７０ｍ   ［既設］K1 

水深１２ｍ   岸壁１バース 延長２３０ｍ 

［既設の変更計画］K3 

水深１０ｍ   岸壁１バース 延長１８５ｍ   ［既設］K2 

埠頭用地 １９ｈａ（うち１７ｈａ既設） 

(荷捌施設用地及び保管施設用地) 

［新規計画・既設の変更計画］ 

 

既設 

 水深１３ｍ   岸壁１バース 延長２７０ｍ K1 

水深１０ｍ   岸壁２バース 延長３７０ｍ K2、K3 

埠頭用地 １７ｈａ(荷捌施設用地及び保管施設用地) 
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１－２－２ 宮海埠頭 

需要の変化を踏まえ、以下の既定計画を削除する。 

 

既定計画 

水深１０ｍ   岸壁１バース 延長１７０ｍ 

水深１０ｍ   岸壁１バース 延長２４０ｍ 

埠頭用地 ６ｈａ(荷捌施設用地及び保管施設用地) 
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２ 水域施設計画 

係留施設を含む埠頭の計画に対応して、航路、泊地及び航路・泊地

を次のとおり計画する。 

 

２－１ 航路 

本港地区 大浜航路 水深１０ｍ 幅員１６０～３５０ｍ 

［既定計画］ 

なお、これに伴い、北防波堤１００ｍを撤去する。 

 

２－２ 泊地 

 北港地区 

水深 １２ｍ   面積 １ｈａ［既設の変更計画］ 

 

既設 

水深 １０ｍ   面積 １ｈａ 

 

２－３ 航路・泊地 

北港地区 

 水深 １２ｍ   面積 ３ｈａ［既設の変更計画］ 

 水深 １０ｍ   面積１５ｈａ［既設］ 

水深 １０ｍ   面積 ８ｈａ（工事中） 

 

既設 

水深 １０ｍ   面積２６ｈａ（工事中） 
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３ 外郭施設計画 

港内の静穏及び船舶航行の安全を図るため、外郭施設を次のとおり

計画する。 

 

防波堤 

外港地区 沖防波堤 延長６００ｍ［新規計画］ 

外港地区 第二北防波堤 延長１，５６０ｍ 

（うち１，３８０ｍ既設）［既定計画の変更計画］ 

 

既定計画 

外港地区 第二北防波堤 延長２，０５０ｍ 

（うち１，３８０ｍ既設） 
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４ 小型船だまり計画 

４－１本港地区 

需要の変化を踏まえ、以下の既定計画を削除する。 

 

既定計画 

入船町船だまり 

物揚場  水深３ｍ    延長１００ｍ 

  泊地   水深３ｍ    面積１ｈａ 

 

４－２北港地区 

需要の変化を踏まえ、以下の既定計画を削除する。 

 

既定計画 

北港船だまり 

物揚場  水深３ｍ    延長５３２ｍ 

泊地   水深３ｍ    面積２ｈａ 
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５ 臨港交通施設計画 

港湾における交通の円滑化を図るとともに、港湾と背後地域とを結

ぶため、臨港交通施設を次のとおり計画する。 

 

５－１道路 

既定計画どおりとする。 

 

既定計画 

 

臨港道路  南浜線 

起点 臨港道路酒田臨海１号線 

終点 臨港道路宮海北護岸線 ２車線 

 

臨港道路  外港埠頭線 

起点 高砂埠頭 

終点 臨港道路大浜宮海線 ４車線（工事中） 

 

臨港道路  大浜宮海線 

起点 臨港道路大浜袖岡線 

終点 国道７号      ４車線（工事中） 
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Ⅳ 港湾の環境の整備及び保全 

 

１ 自然的環境を整備又は保全する区域 

（１）良好な景観を形成する区域 

港湾内で観光客や地域住民が賑わい・憩う区域として、本港地区の

中央部を景観に配慮する区域に指定し、港を五感で感じながら憩い・

集うことができる空間として景観の形成を図っていくこととする。 

 

本港地区において、「良好な景観を形成する区域」を定める 

［既定計画］ 

 

２ 廃棄物処理計画 

本港において処理する廃棄物の種類及び量並びにその処理施設用地

について、以下のとおり計画する。 

 

（１） 港湾において発生の見込まれる浚渫土砂７０万ｍ３を廃棄物

埋立護岸により埋立処分するため、次のとおり海面処分用地を

計画する。 

 

外港地区 海面処分用地  １１ｈａ［新規計画］ 

 

（２） 港湾において発生の見込まれる浚渫土砂８万ｍ３を廃棄物埋

立護岸により埋立処分するため、次のとおり海面処分用地を計

画する。 

 

北港地区 海面処分・活用用地  １ｈａ［新規計画］ 

 

なお、廃棄物の処理の終了した用地については、埠頭用地１

ｈａとして土地利用を図る。［新規計画］ 
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３ 港湾環境整備施設計画 

本港において良好な港湾の環境の形成を図るため、港湾環境整備施

設について以下のとおり計画する。 

 

本港地区 緑地 １２ｈａ（うち５ｈａ既設）［既定計画］ 

外港地区 緑地 ２５ｈａ（うち１０ｈａ既設） 

［既定計画の変更計画］ 

北港地区 緑地  ４ｈａ（うち１ｈａ既設） 

［既定計画の変更計画］ 

 

既定計画 

外港地区 緑地 ２６ｈａ（うち１０ｈａ既設） 

北港地区 緑地  ５ｈａ（うち１ｈａ既設） 
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Ⅴ 土地造成及び土地利用計画 

 

港湾施設の計画に対応するとともに、多様な機能が調和し、連携す

る質の高い港湾空間の形成を図るため、土地造成計画及び土地利用計

画を次のとおり計画する。 

 

１ 土地造成計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 土地利用計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：ha）

用途

地区名

(11) (11)

11 11

(1) (1)

1 1

(1) (11) (13)

1 11 13

注１）（　　）は、湾港の開発及び、利用及び保全並びに湾港に隣接する区域保全に、特に密接に関連する土地造成計画で内数である。

注２）端数処理のため、内訳の和は必ずしも合計とはならない。

緑地 公共用地
海面処分
用　　地

合計埠頭用地
港湾関連
用　　地

交流厚生
用　　地

工業用地

本　港
地　区

外　港
地　区

北　港
地　区

合計

危 険 物
取扱施設
用　　地

交通機能
用　　地

（単位：ha）

用途

地区名

(21) (26) (2) (85) (6) (17) (12) (169)

21 26 2 85 6 17 16 173

(16) (15) (48) (8) (26) (5) (11) (129)

16 16 48 8 56 5 11 160

(25) (22) (405) (22) (5) (6) (485)

26 22 405 22 6 6 486

(62) (63) (2) (539) (6) (47) (42) (10) (11) (783)

62 64 2 539 6 47 78 10 11 820

注１）（　　）は、湾港の開発及び、利用及び保全並びに湾港に隣接する区域保全に、特に密接に関連する土地利用計画で内数である。

注２）端数処理のため、内訳の和は必ずしも合計とはならない。

緑地 公共用地
海面処分
用　　地

合計埠頭用地
港湾関連
用　　地

交流厚生
用　　地

工業用地

本　港
地　区

外　港
地　区

北　港
地　区

合計

危 険 物
取扱施設
用　　地

交通機能
用　　地
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Ⅵ その他重要事項 

 

１ 国際海上輸送網又は国内海上輸送網の拠点として機能するために

必要な施設 

今回新規に計画する施設及び既に計画されている施設のうち、本港

が国際海上輸送網又は国内海上輸送網の拠点として機能するために必

要な施設は以下のとおりである。 

 

外港地区 

沖防波堤    延長  ６００ｍ［新規計画］ 

第二北防波堤  延長１，５６０ｍ（うち１，３８０ｍ既設） 

［既定計画の変更計画］ 

岸壁１バース 水深１４ｍ 延長２８０ｍ［既定計画］G1 

 

北港地区 

泊地     水深１２ｍ 面積１ｈａ［既設の変更計画］ 

航路・泊地  水深１２ｍ 面積３ｈａ［既設の変更計画］ 

岸壁１バース 水深１２ｍ 延長２３０ｍ［既設の変更計画］K3 
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２ 大規模地震対策施設計画 

２－１ 緊急物資輸送の拠点として機能するために必要な施設 

今回計画している施設のうち、以下の施設について、大規模地震が

発生した場合に物資の緊急輸送、住民の避難等に供するため、大規模

地震対策施設として計画する。 

 

北港地区 

水深１２ｍ 岸壁１バース 延長２３０ｍ［既設の変更計画］K3 

外港地区 

緑地１８ｈａ（うち１０ｈａ既設）［既定計画］ 

  

なお、これに伴い、以下の施設の大規模地震対策施設計画の位置付

けを削除する。 

 

既定計画 

外港地区 

水深１４ｍ 岸壁１バース 延長２８０ｍ 
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３ 港湾の再開発 

本港の既存施設の有効な利用が図られるよう、港湾の再開発につい

て以下のとおり計画する。 

 

（１）利用形態の見直しの検討が必要な区域 

外港地区においては、周辺企業の将来的なモーダルシフトや新たな

貨物需要等の動向を踏まえ、高砂埠頭と古湊埠頭における一体的かつ

効率的な物流機能の導入の検討を図るため、「利用形態の見直しの検討

が必要な区域」を設定する。 

本港地区においては、小型の高級クルーズ船等の多様なクルーズ需

要に対応し、港における賑わい空間を形成するため、「利用形態の見直

しの検討が必要な区域」を設定する。 
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４ 港湾施設の利用 

（１）物資補給等のための施設 

貨物船、作業船等の待機並びに物資補給の用に対応するため、既存

施設を有効に活用し、物資補給等のための施設を次のとおり計画する。 

 

本港地区 

水深５．５ｍ 岸壁１バース 延長１８０ｍ（物資補給岸壁） 

 ［既設］H8 

 

北港地区 

水深７．５ｍ 岸壁１バース 延長１３０ｍ（物資補給岸壁） 

 ［既設］K7 
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５ その他港湾の開発、利用及び保全に関する事項 

（１）開発空間の留保 

北港地区西側については、将来の貨物需要・土地需要に対応するた

めの開発空間として留保し、今後、その具体化を検討する。 

 

北港地区 

公共用地 ６ｈａ ［既定計画の変更計画］ 

 

既定計画 

埠頭用地 ６ｈａ 

 

 

 


